
雛
餌
蔑

論

.

叢

利

潤

の
痙

濟

的

道
徳

的

性

質

二

)
・

瞥
業

の
租

税
給

付

能

力

・

・

進

歩

か
退

歩

か
(
ご

・

農

業
労

働

問

題

二

)

・

中

世
都

市

の
遜

達

〔二
)

時

仏
醐

直

接

税
制

度

の
整

理

に
就

て

・

説

苑

我

国
農

産

物

生

産

調
査

に
就

て
〔二
)
.

雄
服

鋒

}

米

国

一
家

五

口
最

少

生

活
費

調

ピ
=
。p
一、"
。同。
一。
以
前

の
會

計
史

概

要

・

家

畜

保

険

に
就

い
て

・

ボ

ル

シ

ェ
ヴ

ィ
ズ

ム
分

解

の
傾
向

・

法
學
構
士

●

渋
墨
樽
土

寝

撃
博
士

法
華
博
士

文
學
博
士

法
學
博
士

法
華
博
士

農
學
博
士

注
學
博
士

注

學

士

経
済
學
士

・

注
學
博
士

田

島

錦

治

聯

戸

正

雄

財

部

静

治

河

田

嗣

郎

三

浦

周

行

小

川

郷

太
廊

高

岡

熊

雄

山

本

美

越

乃

大

森

研

造

野

口

正
,造

河

田

嗣

郎

き



、

』

.

管
・業

の
.穂

税

給

付

能

力

ー

ー
.

許

紳

戸

.

正

雄

緒
言
(」「本
研
究
の
目
的
」」
説
蓮
の
順
序
)

璽

段

藁

.
於
け
ろ
人
的
物
的
稟

素
の
蓉

基

・
韓

能
力
の
崖

(8
纂

・
於
け
欠

的
物
的
稟

素
の
共
存
糞

柑
認

轟

の

講

舅

に
扱
ぼ
・
愚

書

的
萬

蕃
・質
・
考
誉

業
捧

欠

的
物
…

糞

慮
ξ

縫

窪

勘
不
感
讐

實

う

く

例
@
佛
婁

防
日
本
現
行
法
鴇

産
税
に
依
る
方
途

第
。
。

漿

に
於
け
る
震

蕩

・
・
に
基
く
韓

舅

の
・
菖

蒲

於
・
・
人
的
蕃

存
遮

-・
蓼

其
韓

能
力
随
て
共
謀

婁

法
箋

農

ピ
給
付
能
力
異

羅

方
菖

鍵

・
於
け
・
算

・
推
移
塞

趨

隙
箕

韓

努

随
垂

擁

護

助
藁

に
於
け
ろ

ラ

　

舞

推
移
に
基
、
危
険
の
崖

・
大
小
爆

栗
の
蟹

接

亀

嵩

響

者
器

力
及
響

方
痔

・
・
相
歯

鍵

に
於
げ
る
算

霧

に

ラ

基
く
農

。
糞

性
・
有
無
協

蕾

於
け
・
　

上

層
大
也
・あ

見
地
㈲
勢

・
於
穿

爵

蓄

・」
の
見
地
)

結
論
〔全
文

の
要
旨
)

.

.

緒

言

●
.

　ラ

コ

ク

審

論
に
爵

藍
島

讐

を
豊

・
せ
・
、
其
給
付
能
力
を
論
究
・
・
財
産
が
鍵

よ
り
も

恵

人
な
る
能
力

…
あ
る
質

・
読
売

.
然
き

急

璽

の
㌍

財
産
動

響

募

子
の
蜘
倒
す

る
も
の
に
て
は
・.能
が
が
両

.

券

憲

倍

あ
る
藷

む

べ
く
・

随
ふ
て
此

に
射
し
て
は
雨
着
に
封
ず

る
視
牽
の
ヰ
問
牽
を
課
す
る
.を
相
當
ご

…す

る
。

.フ
で
あ

る
。
從
來
學
者

・
蛇
口
通

に
新

藷

・

.ド
そ
し
・
既

・
佛
伊

・
二
國
・
於
・

・
新

・

・
所

建

立
怯

論

叢

錐

の
租
露

付
能
力

一

第
+
三
巻

(第

一
號

;

〕.
.

宅

Onthetaxpayer,sabilityinbusiness .

"

■

,
.



.

論

鰻

鍵

の
租
馨

籠

方

」

r

筆

三
巻

童

號

天

)
.

一
入

蕩

之
を
明
か
に
認
め
て
居
る
.註
二
。
先
づ
其
れ
で
大
讐

宜
し
い
や
　
で
身

が
・
.沸
し
細
か
.に
需

釜

察

穿

る
ご
其
。
華

の
蓄

が
あ
る
。
之
を
窮

し
て
夫
の
見
蟹

疑

例
醤

同
す
・
鐸
に
も
往
か
な
い
・
.
.
王

一
慮

之
を
欝

著

を
写

る
。
激
て
警

笛

題
を
誓

て
説
か
会

す
・
質

で
あ
・
。
.

・
.
.・
.

「

(警

嘗

て
。
露

得
聲

・
無

得
源
疑

斐

墾

鑑

別
・
す
、
凡
べ
・
鑑

・
三

寒

賢

喬

・
籍

所
響
醤

δ

土
地

家
屋
馨

に
・
募

五
、
②
蘂

注

募

四
半
、
質

業
、
職
業
露

薄

暮

三
・
壷

嶺

丁
き

に
　

垂

蓑

難

行
ふ
.
伊
に

て
掛

盤

申
・
追
加
所
雛

・
辱

に
匁

源
・
拘
ら
す
馨

課
難

行
・
善

蕩

得
磐

慮
δ

不
動
産
・
馨

摯

等
蓬

所
得
言

分
+
入
、
留

藁

所
得
萎

産
黎

蕎

所
得

募

†
五
、
留

料
蓋

・
粟

羅

・
碁

子
二
・
持
碁

丘
・團
華

墨

く
毒

馨

に
百
分
九
な
課
マ
る
こ
ご
に
依
り
同
趣
旨
為
行
ふ
。

　
ラ

…
に
本
文
説
述

の
順
序

こ
し
て
は
先

づ
、
螢
業

に
於
け

る
資
産

動
勢

共
働

の
工
合

に
基

く
給
付

能
力

の
程
度
、
、随

て

.

差
等
課
税
を
論
じ
、
然
る
後
、
此

に
於
け
る
震

度

の
相
違

に
拳

組
付
能
力
の
程
度
随

て
差
等
課
税
を
説
か

う

ε

思

ふ
。

第

一
段

替
業

に
於

け

る
人
的
物

的

の
.両
元
素

の

.

共
存

に
基

く
給
付
能
力

の
程
度
.
、
.
2
.

ラ

↑
塒
業
に
於
け
る
人
的
物
的
而
元
素
の
共
存
及
其
相
射
的
重
要
の
給
付
能
力
に
及
ぼ
す
影
響
一

句
元
來
、
同

「

く

.

額
の
所
得
又
は
牧
盆

に
て
も
、
其
が
物
的
の
元
素
叉
は
財
源
よ
り
出
つ
る
や
、
人
的
元
素
よ
b
出
つ
る
庖

に
依

り

て
給
付
能
力
に
差
等
を
生
す
る
所
で
あ
る
が
、
瞥
業
に
は
箕

に
此
人
的

ξ
物
的

ピ
の
両
元
素
が
共
存
す

る
。
そ
し

"

.



　。
蕎

元
素
の
此
に
於
・
働
く
所
の
暮

善

業
.に
　

て
千
種
藻

で
あ
る
・
蓋

の
嚢

に
て
は
人
的
元
素

「が

始
ん
ご
全
部
に
近
き
ほ
。、
多
く
働
-
.
例
之
、
夫

・
臭

紹
…

如
・
其
・
　

・
.之
に
封
・
て
勿
的
元
素

.

。
非
常
に
重
嘉

あ
る
.
例
之
、
.鑑

棊

茎

貸
禦

・
如

・
で
…

紫

の
も
の
に
穿

て
ば
・
夫
躍

擁

な
る
土
幾

屋
雲

華
・
持
薯

の
差
異
錘

・
ミ
.

殆
・
屡

書

し
て
店
墾

は
霧

所
を
開
き
多
少

　

垂

釣
に
之
壽

。
や
否
や
に
依
り
て
差
別
・
得
・
位
の
・
の
で
あ
・
・
特
・
貸
饗

屋
臆
至
つ
.て
は
蓄

に
多

読

土
地
塵

を
貸
、
て
居
る
場
合
の
外
・
、
彊

ぞ

ξ

形
式
上
・
は
店
墾

は
霧

所
を
開
い
て
、管
ま
れ

　
一
す
、
羅

・
る
土
地
蒙

㌘

し
・
存
し
.
堕

て
之
叢

・
塁

砦

書

し
て
扱
ひ
・
蘂

者
ご
し
て
は
見

.

一
な

い
方
が
壽

で
。
る
。
茎

に
至
・
・
少
か
ら
ざ
る
・
の
が
籍

を

し
・
行
は
れ
て
居
る
・
ζ

基

部
の
.

一

蕩

だ
け
が
肇

ε
し
て
行
は
れ
て
居
る
.
萎

萎

し
・
行
・
れ
・
居

・
・
?

中
・
舞

・
養

金
の
暮

　
一
を
覆

ふ
、
の
に
至
っ
て
は
可
な
り
人
・
黍

赫

…

に
　

・
が
、
互
須
・
金
・
更

・
の
暴

れ
ば
何

憤

ふ
嗜

鵠

萎

掻

画

き
、
羅

・
・
財
産
所
薯

護

利
殖
看

相
踞
る
こ
`
遠
く
な
や
・
.斯
く
両

皿

露

が
。
。
て
.註
二
.
葉

に
於
・
大
暑

的
両
元
素
・
轡

所
・
度
合
奠

る
が
・
そ
し
て
或
る
も
の
は
殆
ん

マ

勤
薯

に
近
ぐ
、
他
の
者
は
墨

利
殖
誉

近
文

其
限
界
に
立
つ
者
量

っ
て
.は
・

へ
　
に
　
　
を
　
は
　

.

薯

ε
他
方
に
婁

者
こ
の
聞
・
匿
別
、
隙

・
明
で
は
・

・
が
露

・
亨

も
螢
薯

・
あ
る
以
責

人
的
.

協

約
こ
の
面
黍

の
あ
る
.、ε
.に
は
争
ひ
　

・註
三
).
随
・
毒

合

秦

・
み
翠

器

磐

等
ε

論

叢

鍵

の
相
舞

付
勢

第
+

三
巻

・
(第
.齋

乙

[九

F

.



　
.
㌧
.叢
.

纂

の
選

付
勢

、
.

第
+
・
費

纂

二
。
)
.
三

Q

躍
。
物
的
黍

の
み
轡

利
殖
誉

の
問
・
は
給
付
能
力
・
於
・
纏

か
の
相
違
が
あ
る
・
勿
論
詳
し

く
い
へ
ば

勤
.薯

。
て
も
例
之
相
當
の
服
蓼

要
す
・
添

い
ふ
・ぎ

に
於
て
若
干
蓬

が
働

く
ξ

い
へ
や
　
し
・
利
殖

.

煮

・
も
縫

の
選
定
其
讐

理
上
・
華

の
努
力
勢

が
轡

ξ

・
へ
る
が
、
葦

繕

に
畢
指
す
る
に
足

…
る
ほ
ギ
、
重

き
を
成

さ
阻

か
ら
、
少
く

ご
も
課

税
上

に
は
軍

に
.人
的

元
素

の
み
働

く
も

の
叉
は
軍

に
物
的
元
素

の
み

働
-
も
の
亡

叢

扱
ふ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
纂

髭

等
の
も
の
に
謝
し
て
画

素

が
署

す
る
量

る
ほ
こ

普

す
・
も
の
豪

・
墓

得
・
.
働
斯
善

業
・
於
・
両
元
素
の
働
く
暮

暴

業
に
よ
り
て
異
る
け
れ
ご

ぜ

、
兎
・
箒

岳

元
素
葉

寧

・
量

・
ほ
暮

在
・
・
堕

て
漿

が
大
饗

藷

ズ
に
い
か

如
き
財

産
に
存
す
る
有
利
な
る
事
情
を
有
つ
高

聴
に
、
勤
警

存
す
・
不
明
な
・
藩

を
も
有
つ
こ
ε
に
な

る
が
・
財

.

産
島

響

の
利
害
窶

す
・
だ
け
に
て
は
夫
の
財
産
に
存
す
る
所
の
有
利
事
情
の
或
も
の
蠢

く
蕊

ふ
こ
ご

奮

る
。
野

鍵

に
春
寒

凡
ぺ
・
の
不
利
・
之
を
有
ぢ
三

尉
馨

存
す
る
有
利
事
態

菱

部
だ
け
し
か

.

諺

。
ビ
い
。
。
聴

な
る
.詳
し
-
い
へ
ば
、黎

所
得
を
翠
ぐ
・
に
就
・
て
の
特
別
の
嘉

・
、
.
.
髪

誉

・

穿

る
。
彼
も
変

眠
っ
て
居
て
は
葉

所
得
・
挙

る
,ど

が
曲
筆

、
相
霞

幕

・
纏

・
禦

寒

く

て
は
な
島

(註
四
・.
特
・
其
緊
張
・
縛

已

て
量

な
・
使
用
人
傷

者
の
其
琵

曹

な
ら
詮

無

し
い

…
も
の
で
あ
る
。勢

煮

於
け
、
箭

の
休
養
馨

こ
い
・
.、
募

た
、婁

誉

も
必
要
で
あ
・
.
.勿
聾

緊
張

の
程
度
に
　

て
此
必
要
の
度
倉

多
少
の
相
違
は
め
る
べ
き
で
あ
る
が
・
大
讐

於
て
此
が
必
要
は
あ

る

肇̂

,

「

恵

.



特
に
不
健
馨

る
蓼

に
於
・
・
篁

者
呈

っ
て
・
殊
響

・
此
が
大
・
・
其
れ
か

ら
舞

誉

馨

る
特
別

壷
田建

備
の
必
要
ε
・
ふ
・
・
も
、瞥
萎

・
あ
っ
て
は
別
・
蓬

の
あ
・
だ
け
・
・
ざ

い
へ
ば
之
に
依
.照
す
る

㌧

　,、
。
は
出
・來
る
が
、そ
し
て
勤
薯

に
於
・
・
が
穿

謡

さ
る
奄

険
だ
・
黛

・
が
、併
・
蘂

・
肇

す
・

像

。
諸

に
挙

る
だ
け
で
は
、種
々
・
る
人
的
故
匿

ち
叢

、
、嚢

、
老
衰
、
死
亡
等
・
脅
か
・
れ
・随
つ

一
で
特
別
の
蓄
積
準
備
の
必
要
あ
2

い
憂

け
れ
珪

畠

。
而
し
て
有
薯

の
・
馨

鑑

無

力
ε
い
ふ
こ

一
一。
は
蘂

誉

萎

産
の
關
す
・
だ
・
・
於
・
矢
張
芝

・
享
受
・
、
其

も

つ
所
の
財
馨

は
後
に
も
い
ふ
和
ぐ

廃

藩

・
推
移
に
　

て
綾

す
・
濃

だ
譲

　

が
・
之
・
饗

し
・
は
兎
も
轟

薯

も
之
を
其
人
的
,

灘

に
拘
ら
す
享
受
。
,
勿
馨

磐

の
人
的
農

・
・
が
響

損

撃

・
.,・
あ

・
・
を
免
れ
費

し
て
も

一

義

矢
壷

す
、
。
は
入
鍍

樟
に
拘
.孟

を
享
受
・
、
そ
し
て
其
を
更
・
・
子
孫
・
も
相
撃

・
む

る
ξ

一

奮

來
、
写

る
脇

嚢

も
・
及
其
蓋

の
塞

及
永
糎

を
或
婁

で
享
受
し
、
更

ら
・
財
震

其
牧
盆
に

　
於

。
不
露

蓼

ぞ

る
の
罷

畿

も
変

之
を
も

つ
。
此
等
、の
黙
・
於
て
蘂

霞

財
離

籍

に
存
し
て

一

寡

澹
に
存
ぎ

る
有
利
講

和
肴

つ
が
、
併
し
彼
量

純
　

墨

看
・
㌍

饗

す
・
垂

活
す

る
こ
あ

聖

な
る
保
障
を
真

な
・
.
少
-
ε
も
婁

者
の

器

の
も
の
(其
は
小
菜

の
も
の
)は
初
・
よ
真

布
つ
所

薯

震

共
蓋

だ
け
で
は
働
か
す
し
て
生
活
し
得
・
の
保
障
を
套

ぬ
・
其
財
産
及
共
墓

に
て
製

す
し
て

生
活
し
得
る
保
障
の
存
し
得
る
寧

、
の
大
釜

煮

て
も
が
湾

、
之
を
肇

・
掌

る
に
於
て
・
柑
當
の
芽

論

叢

鍵

の
租
税
馨

能
力

・

筆

三
巻

璽

競

三

)・

三

"

.



一
論

叢

蘂

の
粗
鬆

付
勢

筆

三
貧

笙

號

ニ
ニ
)

二
二

…
を
孕

に
拘
、
沫

界
の
霧

に
よ
り
之
基

盤

蹄
・
・
こ

・
が
　

・
堕

て
此
生
活
の
罎

の
不
解

り
..
.

…
…
こ
い
。
を
冤
れ
ぬ
.
随
て
義

は
庇
蔭

を
完
全
に
は
享
受
し
て
居
・
ぎ

.
禾
先
金

之
・
童

・
・
居
・
・

　
正
.
。る
.
。
ぎ
に
更
ら
に
毒

霧

得
以
外
に
潔

所
得
を
擧
げ
得
を
・
可
・
・
、
葉

書

於
・
奨

誓

之

著

た
。
。
披
歴

業
に
従
事

・
に
於
・
、
春

方
・
之
・
使
釜

・
・
畢

墓

家
の
如

く
別
に
勤
欝

得

毒　　欝

　灘
綴

備禦
　灘

　灘

雑

器
藤

鑛

難

籔
襯蕪

雑

鎌

繍
碁

.質的に之を
駒

.　
慮
駕
緊
灘

蝋輸購
灘

継

　　曲練
緯
,　

ら

る

し

な

　

ろ

ピ

む
　

　

ヨ

　

コ

ほ

・註
・・Y
・
・
は
之
に
・
き
日
垂

・
・
華

え

・
純
利
…

馨

・
利
雪

・
夏

・康

久
的
磐

あ

毒

ヘゲ
　

画

あ
ら
..
。
。
し
養

禁

讐

の
熟
餐

劣

の
層

の
震

・養

ら
{

募

ら
う
・・。
歪

ぎ

・
も
亦
た
爵

署

の
純
利
得
中
2

恥胴

部
の
霧

、
票

。
写

る
利
子
、、
し
て
及
永
欝

の
あ

已

養

定
す
・
簿

・
。
面
し
黍

部
雰

働
及
纂

の
巧
み

に
封
ず
ろ
震

"」

、
て
発

す
る
々
得
ろ
.
利
柔

超
へ
馨

あ

・
、
筒
金

生
存
及
善

業
・
止
　

・
芝

係
・
二

騎

所
農

ハ.ん
ら
る
菟

除
の
全

・
り

"

.



額
に
横
利

つ
け
ら
れ

ろ
、」
い
ひ
、

フ
グ
ナ
ー
は
人
の
所
得
及
凡
べ
て
註
(他
の
牧
得

の
評
慣

に
於
て
ば
、
特
に
此
際
共
力
す
る
所
の
人
的
勢
働
給
付

の
元
素
随

て
此
元
素

の
品
質
及
量

額
な
考
察
す
べ
く

、
之
ド
よ
り
所
得

国
俗
も
課
稔
問
題

の
爲
め
警

部
に
分

六
ろ
㌔

純
勢
働
所
得
・純
利
子

所

得
、
及
混
合

叉
ば
螢
業
所
得
是
な
り

ご
爲

」

更
ら

に
源
に
依
れ
ば
特

に
無
基
所
得

こ
有
基
所
得

更
ら
に
純
労
働
所
得

、混

合
叉
に
醤
業
所
得
.

純
琳
舞

得
禽

別
し
て

撃

考

馨

高
直

測
定
す
べ
書

の
で
あ
ろ
"」
い
望

(註
四
)
プ
ァ
イ
フ
γ
τ
は
曰
く
、
人

が
利
殖
盾
の
骨
折
な
き
生
活
々
考
察
し
及
其
他

に
齢
動
静
商

が
叉
は
勤
勉
な

ろ
労
働
者
⑳
伽
か
勘
瀞
跡
ん
考
察

で

ろ
ぐ、
キ
、に
、
人
が
利
子
所
得
な
少
く

ぜ」
も

　
部
労
働

に
基
く
所
得
よ
司
も

、

一
暦
高
く
頁
櫓
ぜ
し
む
ろ
守」
昔
に
、
釣
合
為
得
た

る
公
正
の
露

置

の
存
す

ろ
に
非
ず

叩
・
、
の
開
題
な
生
す
ろ
。
そ
し
て
利
子

に
よ
ゆ
生
活

ず
ろ
者
の
多
鍛
が
全
く
無
用
な
ろ
存
在
々
遂
げ
・
之
に
よ
り
全
艦
-
最
小

の
利
用
な
齎

ら
す
、
「ぞ」
な
し
に
其
所
滑
々
消
費
す

る
の
に
、
芽
画
す
ろ
者
が
常

に
少
く
竃
も
或
も
の
々
生
産
し

、
此
が
全
農

の
糾

{
な
ろ
ざ
き
に

お

右

の
假

定

に

一
隅

正
常

な

う
が
如

し

ど
。や

し

し

し

　

お

へ

.

(註
五
∀
ラ
ワ
に
曰
く

、
或
家
族
の
労
賃

及
螢
業
利
得

の
中
に
に

]
定

の
肉
燈
的
及
地
位
的
の
生

訂
需
要
が
籠

っ
て
居

ろ
。
.然

う
に
利
敵
者
に
あ
り

て

に
・
其
薄

髭

の
如
春
糞

あ

歪

關
係
た
季

魯

告

・

,

(註
六
ヲ

グ
ナ
占

財
産
所
得
受

に
、
少
く
・・
も
通
例
僅

全
労
働
力
が
瞥
利
の
爲
め
臨

由
で
あ
・
の
に
産

募

髪

鎗

姉
御

て
墓

表

は
大
部
分
既
に
使
藩

荒

て
居
途

p
ひ
ニ

フ
ウ
も
・
利
響

長

募

響

及
査
繋
ぎ

蜀
し
頗
る
有
利
に
立
つ
・
何
要

れ
ば
彼

廿
一

或
粟

　

し
て
為

業

天
象

・
ろ
毒

。
か
ら
・・い
砂

'
.

噛

.

ナ

ユ

工
特
業

に
於
け
る
人
的
物
的
両
元
素
を
考
慮
し
た
る
課
税
方
法
一

A
さ
て
瞥
業
に
於
け
る
人
的
物
的
両
元
素
の

.

(

(

共
存
及
其

關
係
的
重
要

の
度
が
右

の
如

(
で

あ
る
ε
す

る

ε
、
之
を

如
何
に
課
税
上

に
斟
酌
す
・べ
き

が
次

の
問

題

ラ

ε
な

る
。
之

を
先

づ
貸

倒

に
徴
す

る
`
前

に
も

い
ふ
如

一

、

い
螢

業
を
勤
螢
資
産

差
等
課
税

の
趣
旨

よ
ザ

南
之
を

(

　
星
器

ε
し
て
純
動
勢
所
得

に
蜀
す

る
税
率

ξ
、
.純
資
産

所
得

に
劃
す

る
其

ε
の
中

間
視
牽

を
適
用
す

る

こ
ご
が
往

論

叢

螢
業
の
租
税
給
付
能
力

第
十
三
巻

〔第

}號

二
三
}
、

二
三

2)

91

4、
黙 鵬 毫、')oliticaleconomy.llk.V.ch.liWagner,Fw.2Aufl.II.S.44.4.45-6.・義♂ ・　 　
Tミall.Grllnd～ 「しtzeδ.Fw.くA更1H.1.r 、 イ∩r
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論

叢

欝
業
の
租
税
給
付
能
力

.

第
十
三
巻

(第

}
號

二
四
)

二
四

一
々
に
し
て
行

は

る
Σ
が

(註
七
)
、
此

は
右
に

い
ふ
如

く
管

業
の
内

部

に
於
け

る
人
的

物
的
両

元
素

の
關

係
が
非
常

に

奮

…

、
或
・
の
に
て
鵜

的
元
華

殆
・
茎

曹

近
・
ほ
・
蕩

り
・
他
の
も
の
に
匠

人
的
元
素
が

主

要

ε

い
ふ
に
於
て
は
、
決

し
て
公
牛

ε
は
見
倣

さ
れ
な

い
。
給

付
能
力

に
恋

じ
た

る
の
課

税
ど
は

い

へ
な

い
ご

い
ふ
こ
窪

な
.る
。
天
草
に
贋
業
な
る
が
故
に
純
資
産
よ
b
も
磐

課
す
を

い
ふ
こ
蕊

な
れ
ば

.
財
産
管
理

…
の
簡
輩
な
る
手
数
を
要
す
る
に
止
ま
る
も
の
も
、
出
京
る
だ
け
管
業
的
形
式
を
備
え
て
此
恩
典
に
與
ら
う
ざ
い
ふ㎝

㎜

.こ
ε
に
な
る
の
弊
も
が
あ
る
(証
人
V。
そ
じ

て
斯
の
如
く
に
し
て
瞥
業
の
中

に
も
不
公
雫
を
生
す
る
の
み
な
ら
す

、

管
渠
ε
、
純
資
産
ε
純
動
勢
ε
の
關
係
に
於
て
も
不
公
卒
を
生
す

る
。
で
此
方
法
は
全
く
恣
意
的
の
差
等
謙
挽
ご

　
ラ

一
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
漁
ろ
或
は
日
本
の
現
行
管
業
視
に
於
け

る
課
税
標
準
に
於
て
、

一
方

に
資
本
金
額
、
叉
は
建一

(

一
物
賃
貸

慣
格
又
は
此
二
の
も
の
、

他
方
に
従
業
者
が
採
用
さ
れ
て
居
り
(註
九
)、

】
見
す

る
ε
き
は
之

に
よ
り
て

　
　
物
雰

子
ご
人
雰

子
ε
蓬

當
に
轟

羅

さ
れ
て
居
る
や
と

も
思
は
る
・
が
、
其
人
的
元
畜

課
撃

・

.

こ
ピ
自
身
が
、
既

に
螢
業
以
外
に
於
け
る
動
勢
所
得
者
、
即
ち
所
得
税
の
外
特
別
の
直
接
負
確
な
き
も
の
ξ
の
擢

一
衡
上
、
過
當
に
重
き
、
又
不
憂
半
な
る
裸
視
な
り
ε
い
ふ
峡
黙
を
も

つ
の
み
な
ら
す
、
各
種
當
業
の
聞
に
も
物
的

ロ

元
素
の

標
準
が

一
致
し

な
い

だ
け
不
均
等
の
負
措
を
生
す
る
の
危
険
が
あ
り
、

更
ら
に
誓
業
に
於
け

る
物
的
一兀

素

ピ
、
管
業
外
の
其
こ
の
聞

に
も
公
早
天
は
均
衡
が
得
ら
れ
て
屈
む
蹟
こ
ε
は
多
く

い
ふ
ま
で
も
な

い
(註
一
Q
}。

…
田
此
に
於
て
か
瞥
業
を
物
的
人
的
両
元
素
の
差
等
課
税
の
趣
旨
よ
り
論
ず
れ
ば
、
所
得
税
ご

い
ふ

一
般
的
の
も
の

"

.



あ

楚

、
専
、
物
的
元
素
・
妻

讐

る
所
・
財
霧

を
惨

・
、
桑

・
於
・
・
物
的
元
素
　

婁

以
外
の

一

艶

元
素
も
物
的
元
轟

皆
・
だ
け
に
一て
峯

に
之
を
麗

し
、
以
・
、
各
難

業
の
問
…

及
蘂

く

蘂

変

る
纂

霧

ε
の
問
・
も
給
付
能
力
に
癒
…

公
歪

・
雑

を
寧

の
叢

も
暮

上
可
能
に
し

て
理

…

欝

傘

に
近
さ
万
法
ご
寫
す
・
き

な
る
.
奮

鍵

窩

・
於
け
・
物
的
元
素
の
相
認

重
墨

の
如
ミ

比

重

に
依
る
よ
り
は
瀦

上
、
よ
り
頁
・
窟

・
複

…

。
勿
嚢

物
件
・
捕
捉
讃

上
薯

干
の
国
警

　

…

、
姦

認
。
な
け
れ
ば
な
ら

票

,、
蓋

の
.き

昊

抵
の
聾

て
多
少
冤
れ
阻
・
・
で
・
共
あ
る
翫

に
之

蟹

行
難
の
護

ε
し
て
斥
け

る
の
鐘

享

居
・
。
莫

髭

方
法
に
　

て
も
、
夫
の
漿

に
於
て
品
欝

に
見
。
無

所
得
の
.不
利
を
+
分
に
受
け
て
墓

所
得

の
有
利
事
情
を
完
舎

受
け
な

い
ご
い
ふ
こ
姦

考
慮
す

.

る
一」
ε
.丈
。
は
出
来
な

い
け
撃

も
、
斯
か
・
品
質
的
の
事
項
は
撃

昆

が
憲

さ
る
書

し
て
も
・
極

め
て

不
馨

な
る
.を
免
れ
す
ご
.
ふ
に
撃

、
.其
の
憲

さ
れ
…

岳

・
藷

・
・
の
外
…

琵

事
項
が
是

斐

慮
し
?

て
な
・
糧

の
美

事
で
も
な
ぎ

い
台

於
喬

更
ら
辛
抱
が
繁

る
・
砦

項
は
奇

中
間

塞

探

る
窪

に
て
は
、
其
姦

・
中
間
　

は
孝

舞

の
塞

・
近
づ
・
る
こ
窪

依
り
て
實
現
す
る
を

得
る
が
、
讐

レ其
響

け
る
度
A.
は
不
韓

な
も
の
で
あ
・
、
髭

・
依
・
・
き
呈

・
も
い
蠢

く
物
的
人
的

＼

黍

雰

量
的
關
係
集

問
に
附
{

い
ふ
重
大
鑓

を
有
つ
こ
き

な
御
・
で
あ

る
か
ら
委

り
馨

禦

不

満
で
あ
っ
て
董

奇

麗
の
震

・
れ
得
・
、
財
霧

案
を
選
む
べ
と

い
は

な
け
れ
ば
な
畠

・

論

説

璽

の
租
露

骨
能
力
.
.

、
、

華

三
巻

(笙

號

二
五
)

二
五

'

9

"

,

,
.



　
論
、
叢

鍵

の
器

給
付
舅

錦
+
三
巻

童

號

一=
c

二
六

一
バ
註
七
)
前
掲
註

一
参
照

(註

八
)
。
。
・

フ
丁

旨

く
、
人
が
如
何
・
る
性
警

・
荒

べ
・
・
纂

莉

響

一

・
誓

・割
曾

て
課
選

ら

る
竃

～

叢

む
み…

.、
、
灸

に
少
く
・、
圭

空

長

蘂

整

む
・、
き

な

・。
で
あ
ら
　
。
倉

、
父

塞

小
供

に
撃

爲
め

唇

業
　

退

い
た
場

倉

も
・

一

越

名
義
上
は
僅

鍵

に
於
σ
・
盆

霧

つ
で
あ
・
一
。
共
に
割
合

小
い
選

響

動

・手

骨

・
こ
あ

爲
詮

で
あ
6
・
斯
く
て

養

孟

唯
利
子
所
得
の
完

登
ウ
然
乍
ら
螢
馨

・
許
;

患

典
童

求
オ

澤
山
・
人
奮

・
・
三

な
ろ
・
.熱
き

者
に
は
羅

上
能

.

力
な
キ
、獲

羨

轟

愚

難

ぞ

函

の
役
人
等
の
如
・荷
讐

業
霞

託
す
・
こ
あ

出
來
な
い
業

接

し
く
課
婁

ら
れ
一
そ
し
て

他
り
雲

有
利
.、
。
ら
。
る
、、
ピ
の
多
甚
、だ
σ
、
輩

の
苦
し
む
.へ
毒

禁

愈
糞

あ

で
樗

や

〔彗

其
饗

、
空

義

蕎

之
暴

落

し
の
が
塔

妥

っ
て
居
・
裳

あ

・
が
、
佳

鵠

人
的
葉

書

働
い
た
葉

に
攣

る
し

}

の
故

、
.
暫

ら

く

措

く

。

'　

=

壁

9

藁

に
於
σ
る
物
的
委

π
ろ
資
蛮

類
、
鶴

基

響

(及
塞

蓋

・
歪

島

区

土
㌍

於
9

固
定
的
の
地
碧

藁

へ

・
詩

明
ぞ

あ
ろ
.

.

、

而
か
も
蚕

.、栗

ζ
・
呈

碧

叢

の
爲
め
・
地
租
叢

書

辺
際

㌃
・騎

・
・
襲

撃

な
・
訊

ふ
長

て
愈
重

て
不
粂

で

…

あ

る

.
一

第

二
㎝段

替
口業

に
於

け

る
危
険
鴇
反
の
.
.
.
.
.

…
相
違

に
基

く
給

付
能
力

の
程
度

婦

警

於
・
・
人
・
元
素
・
存
奮

拳

危
険
箕

給
付
能
力
堕

藻

枕
方
法
-

窟

善

業
に
於
け
る

畜

度
を
論
ず
れ
ば
、其
の
此
・
於
け
・
人
的
元
素
の
存
在
が
一
の
問
題
・
な
・
・集

漬

け
る
鵠

元
書

人

的
元
素
こ
の
問

に
は
危
険
度
が
異

る
。
大
艦
其
の
物
的
の
方
が
確
實
で
あ

っ
て
、
人
的
の
方
は
不
確
實
で
あ
る
。

!

6)Pfeiffer ,a.a.0.S.47,

"
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覆

で
あ
る
、
蘂

に
聾

す
暑

が
媒

人
・
薩

星

置

薩

　

い
・
莚

誓

於
て
映
く
べ
か
ら
ざ

一
一る
嚢

甕

か
も
知
れ
鳳
.
病
氣
に
罹
麦

繞

痔

　

か
・
知
寒

・
・
,勿
蔑

叢

れ
藤

が
慮
で
垂

一

事

・
を
免
れ
楓
.
蕃

嘉

故
・
纂

・
て
・
常
・
後
響

の
護

に
意
を
用

み
る
サ

で
は
め

る
り
け
れ
ご
も

　此

ξ
て
塞

に
其
が
得
ら
る
・
や
は
保
・
ら
れ
・
、
響

中
心
人
物
が
・
一

籌

力
の
人
が
讐

位
読

　ド功韓

纏

戦

玲諜
擁

擬
饗

鐸
髭
屈酵
舷

。
、
舞

に
他
人
が
代
番

る
ご
・
・
ξ

・
あ
・
が
、
昔

・
て
・
從
蒼

・
當

つ
た
人
の
人
的
藤

に
よ

り

一
て
集

。
成
績
に
若
干

の
不
利
を
齎
ら
す

・
ピ
濫

費

.
然

・
に
釜

・
於
・
・
物
堕

秦

は
人
を
超
越
し
て
}

雛

謹
駕

鞭
難

場麺

罪

硫鵜

耽餐

隔離

弱

る
勤
壌

よ
り
は
確
か
に
安
全
で
あ
・
が
、
佃
ほ
土
製

餐

本
・
詩
嚢

磐

・
芒

て
は
人
的
一兀
素
に

一
力
N
る
。
け
。
案

太
い
.
尤
も
進
ん
で
叢

れ
琵

舞

謹

言

て
・
・
火
黍

害
灘

等
に
よ
り
.て
争
.

霧

繍

鞭
艦
…欝
　欝

　　議
嚇

論

鍛

螢
業

の
.租
栓
給
付
能
ヵ

第

十
三
巻

(第

一
號

二
七
)

二
七

ぐ



論

叢

難

の
租
羅

付
勢
.

第
+
三
巻

(第

一號

二
八
)

・二
八

ぬ
肇

は
憲

の
蔑

に
よ
っ
て
多
少
防
が
う
暮

れ
で
居
・
。
何
れ
に
せ
喜

誓

て
は
純
墓

・
り
も
人
的

一元
書

係
る
・
あ

多
・
だ
・
特
別
・
・
議

、
人
的
薩

の
爲
め
に
筆

べ
・
危
険
が
め
る
・
そ
し
て
此
危
険

　

蓊

鬱

業
の
給
付
能
力
を
し
て
締
屋

の
其
よ
り
も

雇

小
な
ら
し
む
・
,も
の
で
あ
る
が
・
司
其
は
既

に
前
段

く

甚

べ
た
人
的
元
素
物
的
元
素
署

す
・
差
誕

挽
・
馨

て
姦

さ
れ
て
居
る
か
ら
喬

呈

ハ上
に
艦

上
に

考
慮
す
る
.最

及
ぱ
な

い
。

叫

・註
=

・・
…

ア
轟

響

有
利
　

地
位
奨

;

・
賀

・
被
襄

小
供
に
註
栞

の
藁

爲
す

、ミ

　

亘
.

涌

所
鴛

縮
少
芋

に
撃

、、・、の
纂

・
の
・
、
齪
、蝋
麦

舞

働
斐

に
役
人
そ

に
真
死
亜

門に
・
世
労̂
働
{

得
た
ゐ
所
得
幽

挙

る

恥
.

、
、.、.、な
み
ミ
・
ふ
、、ご
茄

は
…

い
・
、匿
名
政
治
家
は
、疑

獄

吝

欝

ポ

・
所
得

盃

栗

所
得
に
見
姦

楽

髪

難

的

軌

　
。
る
.兀
本
財
・
叉
に
・
本
既
存
・忙
し
な
い
.
此
前
・
人
身

・
籍

各

籔

力
・
・
壼

婁

生
・
・
響

共
・
警

洛

華

.
㎜

.。

.
;

・
ミ

な

り

得

ろ

ミ

い

ふ

。
.
.

、

・

-

㎜

.

御
爨

・
於
・
・
外
・
・
推
移
・
基
く
危
墜

虻
薄

能
力
随
て
共
謀
視
方
法
一

着
の
外
・
難

に
堺

界
の

踊

霧

に
一

ず、所
愛

・
墓

に
謡

・
生
・
、
堅

し
・
鍍

肇

招
・
、
婁

・
毳

毳

を
危

う
く
す
る

賄

虞
、
あ
る
。
此
に
於
。
か
璽

に
於
・
は
塞

が
ら
し
・
薔

得
中
　

、
少
§

も
斯
の
響

・
し
呈

す
べ

ぬ

き
不
利
な
・
場
合
讐

所
愛

嬢

募

撮

す
・
場
A
・の
籍

に
準
備
し
な
け
れ
ば

な
畠

・
其
れ
だ
け
斯
か

そ

一
る
.心
配
小
・な
曇

慧

よ
裏

付
能
力
が
小
…

　

・
　

・
　

・
…

≡

・・
此
事
は
最
近
の

臨

…
大
盤

の
如
・
・
遇
・
て
見
・
・
、

恵

擢

蔵

せ
ら
る
・
所
・
あ
る
が
虻

多
少
艶

べ
て
の
蘂

に
於
て

η

㊨

.



差
等

を
行

ふ

こ
ε
は
出
家
な

い
。一

…
術
上
太
し
く
困
難

で
あ
る
。
分

つ
ぎ
す
れ
ば
投
機
商
.ε
需
要
商
ε
位
で
、
比
熱
よ
り
す
れ
ば
前
者
は
後
者
よ

り
も

篠

の
多
・
だ
け
輕
課
す
・
窶

す

・
・
喜

な
・
が
、
然
・
き

は
羅

を
鑑

す
る
ξ

寒

る
・
誌

肚

會
上
の
見
地
か
ら
灘

ま
し
か
ら
ざ
る
.、
.斗

あ

っ
て
行
ふ

べ
き
で
な

い
。
即
ち
砦

の
濃

の
大
な

る
の
は
課

論

叢

彙

φ
租
税
給
付
能
力

・

第
+
三
巻

(塑

號

二
九
)

二
九

蚕

蔑

機

諮

ザ
恭

躍

・
削

「
様
で
ぱ
な
い
・
.■
.
'
.

・

ご

=

註
三

v
ロ
バ
ー
ト
マ
・
・
差

寄

、
不
馨

轟

警

所
黛

・
・
人
・
置

的
撞

無
所
得
な
ろ
ぎ

時
の
爲
め
墓

磐

孕

暑

に

一

瞥

甫

意
、
窒

」
に
な
、b
ね
。
此
啓

彼
・
　

て
集

束
・
笙

も
・
其
所
得
・
使
用
・
於
て
讐

て
議

す
・へ

き
で
あ
る
・
然
る
擾

鷲

所
得
の
持
吉

唯
、
典
籍

蕎

の
肇

の
爲
雀

の
み
飽

す
ぎ

で
あ
・
・此
吾

鍵

の
現
在
の
成
形
に
於
け

る
が
如
く
・所
得
が
大

な
ろ
蓋
然
宣

て
豊

　

阜

止

む
・、音
三

塁

切
で
會

。
全
く
類
似
の
關
係
が
所
得
の
不
確
径

不
均
暫

よ
星

ゼ
5
　

・
此

が
所
得
が
暫
ら
く
生
塗

い
暮

に
翠

・
。
例
之
、
暮

暮

が
役
人
嚢

の
形
褒

ら
ざ
・
存

に
て
・
釜

蛋

翼

翁

が

肇

ゐ

　

ロ

た

け
に

て

の
如

し

ピ
o

」

、

ラ曝

書

於
け
・
外
界
簿

・
基
奄

険
の
程
度
の
大
小
-

募

っ
て
の
萎

先
づ
.璽

の
種
暫

　

て
異

る
。
例
之
、
今
度
の
恐
慌
に
て
も
實
需
に
基
く
現
物
を
扱
ふ
所
の
小
費
の
方
は
大
鵬
影
響
が
軽

く
、
投
機
的
な
ざ

生
産
者
大
商
人
に
於
て
重
か
っ
た
。
其
も
凡

べ
て
で
は
な
く
、
償
啓
動
揺
の
太
し
き
物
を
取
扱
ふ
も
の
に
於
て
.「

雇

重
か

っ
た
。

つ
ま
最

扱
ふ
粉
に
よ
b
異
り
、

同
種
品
物
を
扱
ふ
暦

業
者
に
て
も

投
機
商

は
需
要
商
よ

り
ち

雇

影
響
が
票

つ
た
。
併
し
其
あ
・
が
故
琶

・
の
婁

雰

類
し
て
萎

険
程
度
の
大
小
に
.慮
じ
て
課
税
の

}
々
の
商
品
を
捉
え
來
っ
て
之
に
差
等
を
附
し
裸
視
上

に
考
慮
す
る
こ
ε
は
披

8)R, M・y・r,P・i・ ・ipi・nd・rg・ ・e・h・en13・ ・・・・…ng
.S.3,5毛

過

響



…
論

叢

馨
業
の
粗
漉
給
付
能
力

・

第
十
三
巻

(第

一號

三
〇
)

三
〇

…
視
止

に
考
慮

せ
す

芭
も

↓
其

危
険

を
胃
す

看

の
自

業
自
得

で
あ
り

、
又
彼

等

が
之

に
ポ

リ
被

る

べ
き
人
な

る
不
利

は
、
他

面

に
彼
等
が
時

こ
し
て
牧
む

べ
き
異
常

な

る
利
益

に

よ

り
て
補
償
を
得

て
居

る
`
い
.ふ
こ
ε
か
ら

し
て
も
.

一

意

・
及
ば
窪

・
・
　

・
.
虎
・
此
　

特
漉

・
瞥
業
者
が
昌

・
努
・
・
…

季

・
て

庸

の
利
益
を
青
む
・
・
話

・
.、
・こ

着
眼
し
・
二

奨

な
・
給
付
聾

宏

も
の
・
し
て
重
き
羅

を
爲

.

す

べ
き
ゃ
こ
い
急
こ
ご
は
、
此

の
如
く
其
他
方

に
里
(常
な
る
損
失

の
危
険

に
脅
か
さ
を
る
以
上
、
之
に
て
打
潰
さ

パ

・
居
・
も
・
覚

・
て

攀

縁

欝

・
課
す
る
聾

し
て
ば
之
を
姦

し
な
い
の
が
誓

暑

へ
ら
る

る
。
唯
だ
馨

が
意
外
の
利
を
得
た
る
其
時
々
の
特
別
に
給
付
し
易
き
事
情
を
見
て
交
通
聾

し
て

蒔

的
に
特

…
別
課
税
す
・
.
ピ

は
適
切
で
め
つ
て
、
其
れ
だ
け
は
大
し
て
反
劃
す

べ
き
で
奈

(彗

三
)。
同
次
だ

里

馨

サ
　

く

簾

に
て
も
髪

者
の
馨

能
力
蓋

方
法
に
よ
り
て
夫

の
危
険
に
奈

を
生
す

る
・
.頗

る
大
な
る
危
険
あ
る
所
ψ

…

集

、
例
之
、
投
機
商
の
如
き
に
て
も
、之
が
讐

者
に
人
を
得
、
響

方
法
の
宜
し
き
を
得

ξ

き
は
・
恐
慌
の

.

生
せ
ん
与

る
恐
あ
る
喜

は
之
を
早
漏

察
し
て
用
意
し
、
宮

+
二
分
の
利
を
得

・
よ
菩

八
分
目

の
利
益

.

に
甘
ん
じ
、
叉
危
険
の
分
散
に
も
注
意
す

る
こ
ε
に
依
り
て
、
夫
の
免
除
を
避

く
る
を
得
る
の
み
な
ら
す
、
却

つ

㎜
て
恐
慌
時

に
人
の
困
る
窪
き
を
利
用
し
て
相
當
確
實
な
る
利
益
を
占
む
る
工
夫

ざ
へ
出
来
る
。
併
し
此
結
果
の
九

.

小
は
結
局
、
所
得
の
大
小
に
現
は
れ
、
此
に
て
其
給
付
能
力
に
相
當
な
る
裸
視

の
僑
さ
る
、
こ
ご

ン
な
る
か
ら
、

.

其
外
に
特
別
に
之
を
考
慮
す
る
に
は
及
ば
な

い
。

.



=

註
三

ヲ

グ
　

に
、
所
得
・
下
・
讐

・
・
馨

鼠
舞

壁

・
旦

篠
費

憲

蘂

霧

r島

正
常
の
所
管

り
も
・
そ

ば

一

粟

利
子

　

も

颪

窺

努

・
大
な
あ

で
あ

・
・
撃

て
給
付
努

及
縫

原
則
に
空

玉

書

く
離

す

・へ
言

の
で
あ

を

い
ひ
・

カ
イ
ヅ
ル
も
偶
警

る
(璽

、鳶

ざ
ろ
)
所
得
、
特

に
危
険
な
く
叉
に
踵

な
る
簸

な
く
し
て
得

ろ
・
も

程

蓋

く
特
に
重
く
嘉

ゼ
ら

る
べ
言

の
で

あ
重

い
ふ
㍉

聖

業
に
於
け
.。
外
界
推
移
に
基
垂

険
の
量

毬

・
有
無

ゐ

蓬

・
問
題
・
嚢

・
於
・
・
舞

推
移

～
の
藁

は
舞

に
於
け
る
よ
り
も

濤

不
利
ε
葦

や
ご
・
ふ
・
・
で
あ
る
.
彰

純
人
的
・
・
霧

に
・

は
、
之
を
働
か
す

の
結
果
、
其
能
力
次
第

に
て
所
得
に
大
小
を
生
じ
、働

か
し
・

争

れ
ば
無
所
得

な
麦

は
其

　

厩

産
を
失
ふ
に
至
・
・、
議

先
づ
な

い
。
強
み
て
求
む
れ
募

働
者
が
過

っ
て
器
物
を
損
傷
し
た
場
合
の
馨

賠

覆

の
爲
め
に
か
≧

董

を
見
る
・、
ε
は
あ

る
が
、
同
車
は
勿
論
替
業
者

に
も
あ
る
。
箭

の

こ
毛

な
.
.
い
・
而
し

て
讐
業
者
に
て
は
其
以
外
に
夫

の
外
界
推
移

の
爲
め
に
、
能
力
の
乏
し
き
人

の
場
合
ば
勿
論
で
此
ぱ
已
む
を
得

な

[
い
忠

庵

能
力
の
あ
る
人
が
相
當
の
努
力
を
駕
し
た
る
に
拘
皐

、宇

響

ら
れ
す
し
・
舞

響

な
気

持

ど

し
て
資
本
の
全
損
寒

・。
・
苺

・
へ
あ
る
。
其
も
廣
毒

す
れ
ば
能
力
の
乏
し
薦

め
ξ

い
へ
る
が
・
併
し

…

蓋

少
し
鐘

で
あ
っ
て
、
少
を

も
純
人
的
な
・
勤
警

挙

れ
ば
、
其
相
當
の
能
力
罎

じ
て
相
當
の
謡

　緩

凱麺

糖

讐

肋難

聾
こ。凝
秣蕪

鞭
醐翻

所
得
　

も
勢

所
得
　

も
其
危
険
里

居
大
な
・
だ
け
給
付
能
力
乏
し
き
も
2

い
ば
な
け
れ
ば
な
島

・
..

論

叢

纂

の
租
露

骨
聾

「
.

筆

三
巻

婁

號

三

)

三

9)Wagner,a・a .0.S.456.Kaizl,Fw.II .S.212.

.



一
論

叢

螢
業

の
租
税
結
付
能
力
.

第
†
三
巻

(
第

「
號

三
二
)

.三
二

尤
も
蓬

所
得
に
も
種
々
あ
っ
て
、
公
債
や
土
地
の
如
き
に
は
危
険
は
少
い
が
、
株
券
の
如
き
に
な
れ
ば
此
に
於

…。
築

。
近
接
す
る
が
、
其
場

論
其
農

の
大
な
・
だ
け
利
響

が
太
き
乱

っ
て
相
當
暮

せ
が
附
・
.忍

.

り
、
株
で
あ
を

之
を
適
嘗

管
理
す
・
・
蕊

　

大
し
て
危
険
な
ε

て
相
當
の
利
殖
の
確
か
に
行

は
れ
得

る
途
が
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
資
啓

比
し
て
蘂

が

一
層
農

な
…

昌

大
讐

於
て
震

れ
な
い
・
斯
C
で

管
業
湘
於
け
る
外
界
推
移
の
危
険
が
純
人
的

の
動
勢
に
於
け
る
よ
り
も
純
物
的
の
資
産

に
於
け
る
よ
り
も

「
層
大

喜

い
渉

、
藷

な
薯

、
甚

動
勢
の
差
等
課
税
よ
り
す
れ
ば
、
瞥
蕃

は
資
・奮

勤
響

の
中
間
率
を
課
す

、
べ

く
、
又
は
葉
替
業

に
存
す
る
資
産
的
分
子
に
純
資
産
ε
同
等
に
特
段
な
る
課
税
を
爲
す

べ
き
が
如

く
で
あ

っ
て

　
も
、
此
外
界
推
移
の
危
撃

重
視
す
れ
ば
、
纂

に
は
墓

よ
り
も
輕
課
す
る
の
み
な
享

・
勤
勢
よ
り
も

雇

雇

課
す

べ
と

い

尋

、
ε
葛

な
る
(誌
面

)。
併
し
其
は
あ
ま
り
此
危
険
を
過
重
現
し
た
偏
見
で
あ
る
か
ら
・
む

.

し
ろ
物
的
人
的
而
元
素
の
考
慮
ε
孕
準
し
て
、
螢
業
を
動
勢

ご
同
等
に
課
税
し
〔註
一
五
)。
軍

に
資
産
所
得
ピ
非
資

産
所
得
あ

間
に
差
等
麗

を
行
ふ
の
が
適
誓

い
ふ
一ど

に
な
・
。
然
る
妄

は
往
々
に
し
て
行
は
る
島

勢

異

動
響

の
翌

よ
り
も
純
甚

ご
非
饗

啓

の
勤
立
蓮

む
釜

も
の
ε
い
ふ
ξ

に
な

る
が
如
く
で
あ

う

一
る
。
暖

し
進
ん
霧

ふ
・
・
、
勢

嘗

て
嘉

、
鍵

・
て
外
界
の
推
移
に

よ
基

く
無
所
得
を

る
の
み

…
な
ら
す
、
案

に
喰
込
む
商

標
・
こ
嘉

め
・
。
馨

・
亦
灘

傍

響

帳

を
失
は
ざ

る
を
得
ざ
る
こ

{

な
b
、
其
は
本
人
の
特
に
不
勉
愛

染

謹
隻

は
無
能
力
鍔

矯
め
で
な
ε

て
、
全
赤

畢

情
の
推

國

.



密

藁

ε
じ
混

の
囎
・
.意

が
害

、
爲
め
・
馨

・
渦
畜

藩

を
清
華

・
・
ξ

　

-
得
・
つ
市

～か
も
蓄

積
た
・
や
、金
覆

水
・
毛

も
馨

・
ξ

て
は
、寒

膏
の
結
晶
で
、
夫
の
相
続
や
外
界
の
錘

に

穿

て
得
た
る
所
の
少
か
ら
ざ
・
套

響

の
奇

産
を
失
ふ
以
吉

、大
な
苦
痛
の
隻

こ
ご
が
あ
り
衝

・故

一
一に
箋

者
の
貧

推
移
・
よ
る
危
鰹

、
葉

者
の
み
の
特
別
の
で
は
な
宅

勤
薯

も
其

通
に
も
つ
所
で
あ

「る
。讐

て
夫
の
人
霧

的
要

素
の
翌

・
・
蓋

藻

強

含

、
此
外
界
推
移
の
危
険
の
欝

を
以
て
算

　。
勢

よ
り
も
離

し
叉
は
馨

課
撃

べ
き
も
の
で
は
・
い
.
矢
張
塁

壁

・
於
・
漿

・
爲
・
・
準
備
・

マ
、
か
ら
見
て
も
萎

純
人
的
な
・
勤
響

は
人
的
物
的
両
元
素
の
共
存
す

・
漿

・
於
け
み
よ
り
も

一
興

い
ご

」い
ふ
が
正
し
い
(註
=
。
。
そ
し
て
夫
の
瞥
業
を
物
的
元
素
の
あ
・
.だ
け
勤
蓼

・
も
重
く
課
す
を

し
て
も
・之
を

財
霧

の
如
き
・
依
・
与

れ
ば
、
麓

葉

起
り
大
馨

の
あ
っ
た
場
倉

は
・
蒜

っ
所
の
墨

の
馨

し

減
少
し
且
つ
霧

も
増
加
し
て
居
ら
う
か
ら
、
非
常
痙

い
璽

守

、
叉
は
芽

に
し
℃
無
撃

も
な
る
葛

・

誕
に
て
も
飴
程
負
措
が
緩
　

れ
・
.
其
緩
　

・
幾
　

楚

　

・
・
て
は
・
他
贅

・
推
移
篇

}

よ醜

籍
騎
擬
難

謬

脳靴簾
舞

謳

額
鱒

　騒

砺鳥

獣響
灘
鱗

続　鯨鞭

灘

　濤

蝋讐

　灘

論

叢

鍵

。
租
馨

館

内
.
.
.

第
+
巨
費

笙

號
・
三
ご

=「三
.、

「

「

●

、

"

.



齢

叢

僖
業
の
相
舞

竹
籠
ヵ

第
+
三
巻

(錘

號
.
、
.三
四
)

三
四

・

(聾

五
).、
ル
昌

く
、
養

老
ふ
。
藁

者
に
箕

饗

の
考
謬

於
け
・
冤
除
是

な
・
額
曼

し
て
奮

馨

理
由
が

あ
ξ

假
傘

均

的
に
11
年

一
千
傍
心
生
す
乃
ε
も
、
或
格
別
異
常
な
ら
ざ
ろ
愛
化

が
無
資

足
爲
し
得
叉
は
損
失

ピ
易
し
得

る
所
得
に
・
所
有
者

の
感
知

の
爲
め
ド

皐

手

署

永
久
的
所
管

に
同
物
で
は
な
い
。若
も
一生
的
所
業

蓋

の
四
分
三
に
賦
響

ぞ

・
ぜ
ば
・纂

利
潤
に
賀
寿

勇

馴
去

剛
た
る
後

に
四
分
三
尸
賦
課
ゼ
ら
る
べ
き
の
み
な
ら
す
、
其
賦
課

に
於
て

一
層
低
毒
牽
た
擁

ふ
べ
き
で
あ
る
。
或

に
恐

ら
く
11
此
貼

に
於
て
正
義

の
要̀
求
が
利
子
な
含
み
て
全
所
得
に
四
分

一
の
減
却

な
許
す
こ
ε
に
よ
り

て
十
分
に
充
た
さ
る
㌧
で
め
ら
う
ぐ」
。

プ
ァ
イ
フ
ァ
ー
も
赤
日
く
、
者

の
特
段
芸

所
得

磐

な
・
翻

の
長
短
暑

寒

採
・
べ
き
ミ

に
李

・
困
讐

於
て
・
人
に
二
大
聖

駕
す
ミ

に
て
窪

し
乞

て

は
な
ら
な
か
っ
た
。
其

一
に
相
続
す
べ
癒
凡
べ
て
の
所
得
を
含
み
、
他
に
被
稔
者
の
死
亡
ぐ」
共

に
消
滅
す
る
.所
毎

々
含
む
。
租
税
義
務
者
の
後

の

階
級
に
前
の
階
紙

工
り
も
よ
り
多
く
貯
蓄

に
指

定
ゼ
ら

る
㌧
か
ら

、
人
は
最
小
活
資

心
超

99
る
所
得
の

[
定
部
を
彼
等
が
貯
蓄
す
み
も
の
ピ
し
て

粗
塗

り
冤
除
す
る
々
得

ろ
で
あ
ら
・つ
。

そ
し

て
、・
〃
髭

に
最
響

な

ろ
割
食

し
西

分

遷

提
案
し
て
居

る
・
彼
に
牽

纂

者
に
も
行

は
し
め
や
う
ぐ」
す

る
。
假
令
其
所
得

の

一
部
が
資
本
利
子
に
基
く
ぐ」
も
、
此

F
つ
§

て
に

ミ
ル
の
考
に
£
れ
ば
管

業
者
に
管
業

の
齎
ら
す
所
の
危

険
i

其
危
険
た
名

之
に
　

少
ざ

し
彼
の
全
鑒

契

に
・
一

・あ

あ
・
.へ
き
可
襲

存
芸

「

貧

め
に
貯
胃

濤

多
く
指
定

ぜ
ら
ゐ

、
で
あ
旦
・つ
コ
然

ろ
ぞ、
き
に
彼
等

の
利
子
よ
り
生
で
る
所
得
ド
も
當

ろ
所
の
菟
税
部
に
惟
た
其
責
本
㊨
爲
め
の
保
阪
料

に
均

し
春
こ
ピ
」

な
ろ
で
あ
ら
う
吃

m

(酷

六
)
・
グ
・
占

曰
く
、
黍

、
疾
病
、
塁

の
響

旨

ら
塞

与

・
爲
め
の
必
要
蒼

支
掛

銭

璽

に
一

蓄

馨

毛

静

ラ

産
新
得

に
於
け

る
エ
リ
も
大
で
菰
く
て
に
な
ら

ね
。
螢
業
所
得
に
於
げ
ろ

よ
り
も
大
で
な
く

て
は
な
ら

ね
こ
。
皿
.

凸

.

結

論

.

「
.

.

'

一
…
以
上
要
之
、
管
楽
叉
は
瞥
業
者

に
は
物
的
人
的
両
分
子
が
あ
っ
て
、
其
物
的

分
子

の
存
す

る
だ
け
に
於
て
純
資
産

一
著
ご
同
等
の
給
付
能
力
を
も
ち
、
純
動
勢
者
よ
り
は

一
層
大
な

る
給
.付
能
力
を
有

つ
、
随

ふ
て
叉
其
物
的
分
子
の

国

11)Mill,】.c・Pfeiffer,a.a・0.S.54.

12)Wagner,.a.a.0.S.456.

弔

.



…
存
す

る
た
け
を
捉

え
て
純
資
産
者

ε
共

に
財
産

税
を
課
す

る
を
適
當

こ
す

る
が
、
そ

し
て
之

に
よ
り
て
瞥

業

に
於

…
け

る
人
的
元
素

に
属
す

る
危
険

も
が
考

慮

さ
.る
Σ
こ

ε
に

な

る
が
、
・荷

別

に
管
業

に
存
す

る
外
界
推
移

に
よ

る
危

曹

つ
き
て
は
、
之
を
羅

上
特
・
蒸

す
・
こ
隠

、
肇

の
種
類
・
依
・
だ
け
で
は

蔀

窪

空

困
難
で

　
あ
b
、
他
部
は
投
機
漿
脚

ε
い
ぶ
好
ま
し
か
ら
ざ
る
こ
ご
Σ
も
な
り
て
其
貴
行
を
躊
躇
す

べ
き
も
の
で
あ

り
.
更
.

.

ら
に
慨
危
険
が
動
勢
者
よ
b
も

一
層
大
砲

ε
い
ふ
こ
ε
も
往
々
に
し
て
は
考

へ
ら
る
、
が
、
其
は
能

く
考
ふ
る
こ

そ

ん
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
比
熱

果
て
は
数
等
ぜ
見

て
然
る
べ
き
で
あ
り
、
斯

く
て
瞥
業
は
全
膿
上
給
付
能

力
に
於
て
資
産
動
勢
の
中
間
位
ε
見
て
可
で
あ
り
、
瞥
業
ご
動
勢
ε
を
同
等
ε
見
る

べ
き
も
の
で
は
な

い
。
尤
も
.、

生
産
政
策
上
醤
業
に
奨
腰
を
加
ふ
べ
き

も
の
あ
る
が
爲
め
に
、
動
勢
対
等
取
扱
の
必
要
あ
る
こ
ε
も
あ
を
で
め
ら

う
が
、
其
は
恐
ら
く
は
凡

ぺ
て
の
瞥
業

ε
い
ふ
の
で
は
な
く
、
警
業
の
中
に
は
功
罪
償
は
ざ
る
し
の
遇
少

く
な
く
、

生
護

策
上
簗
顕
す
を

し
て
も
例
之
箆

の
褒

工
業
ご
.い
ぶ
が
如
姦

種
の
極
め
て
限
定
さ
れ
π
る
も
の
に

.

限
る

べ
き
で
め
ら
,
。
兎
も
角
給
付

能
力
の
黙
よ
り
し
て
は
管
業
は
之
を
資
産
動
勢
の
中
間
位
ε
認
め
」
特

に
.其

.

物
的
元
素
を
捉

え
.て
他
の
純
資
産
ビ
共
に
特
別
課
税
を
爲
す

の
が
最
適
切
の
如
く
に
考
え
ら
る
る
。

も

」

1

卜

.

論

.
叢
.

誉
業

の
租
税
給
付
能
力

第
十
三
巻

(第

一
號

三
五
)

三
五

"

.


